
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞岡公園の小谷戸の里の作業小屋の前には、大きなこいのぼりが上がっていました。 

十七穂＆キッズクラブのメンバーが勢ぞろい。 

令和４年度のメンバーは、キッズ３家族とスタッフ 1人、一七穂会員１人、開丘公園スタッフ 3名。 

一人ずつ、自己紹介をしました。 

舞岡公園での様々な約束事など、リーダーの澤田さんから説明していただきました。 

令和４年度の田んぼ活動が始まりました。 

舞岡公園という自然豊かな場所で、親子がお米を作るという共通の目標に向かって活動し 

有意義な時間を過ごすことをめざします。土曜日が主な活動日で午前中１１回程度あります。 

戸塚小学校放課後キッズクラブを利用していただいている方なら、どなたでも申し込みいた 

だけます。 

窓口は、戸塚小放課後キッズクラブです。 

条件は、親子での登録・参加、舞岡公園のボランティア登録(2,000円)となっています。 

まだ、申し込みを受け付けておりますので、関心がありましたら問い合わせてください。 



雨で田んぼが水を含んでいます。長靴は無理なので、田んぼタビに履き替えました。 

 

足袋が脱げないようにゴムで止めました。    雨の備えもしっかりと、いざ、27番田んぼへ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の田んぼ活動は２７番田んぼです。広さは約 106㎡。 

昨日までの雨で、田んぼには予想通り水たまり。 

午前中は小雨模様の天気予報を覆し、作業日和の天気でした。 

オリエンテーション 

・田んぼ活動で使う道具のしまう場所、トイレ・シャワーの場所等の確認。 

・トイレ・シャワー等の水回りは配水管が細いので詰まり易い。泥を落としてから利用する。 

・公園の生き物は観察するだけで、持ち出さない。 

・利用する人が多く、子どもが迷子になることがあるので見失わないように注意。 

・使った道具、足袋はきれいに洗ってかたづける 。(道具洗い池、あし洗い場) 



 

 

 

 

 

 
畔の草刈り（お母さんに助けてもらい､ﾖｲｼｮ!!    あと少し、みんなで最後の仕上げ 

令和４年度の田んぼ作業が始まりました。 

前日までの雨で水たまりもあり、鍬を入れると泥水が跳ね上がりました。足元の土も雨水で緩くなって足

袋が脱げそうにまります。その代わり、土はやわらかくて起こしやすかったです。みなさん、元気に田起こ

しをしました。 



 

 

 

炭焼き小屋の前で火を見守る          炭焼き小屋の模型で説明を聞く 

 

 

 

 

 

 

今日の仕事はたくさんありました。 

田んぼの土を鍬で起こし、細かく砕きました。 

田んぼの畔の草を刈りました。 

畔が柔らかくなっていたので、畔叩きで固め 

ました。 

使った道具を川の水で洗いました。 

道具をリヤカーで運び、作業小屋まで運びま 

した。 

炭焼き小屋の見学 

作業小屋で片付け、着替えをしていると、「炭焼きをしているよ。」と教えてくれました。 

早速見学に行くと、煙がもくもく出ている煙突が見えてきました。小屋では、火が真っ赤に燃えてい 

ました。舞岡公園のスタッフが、「炭ができる仕組みを教えてあげる。」と言って小さな炭焼き窯の模型 

を見せてくれました。 

中が本物そっくりに作られていて、とってもよくわかりました。 

次回 5 月 15 日の田んぼ活動は、代掻きです。 

今回起こした田んぼに水を入れ、土をトロトロに溶かし、平らに均す作業です。 

最初に鍬で細かく砕き、次に子どもたちに走り回ってもらい、さらに細かくし 


